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研究成果の概要（和文）：本研究は英文の要約課題に焦点を当て，評価基準を学習者に提示することによって，
フィードバックの機能が向上するかを検証することであった。本目的を直接的に明らかにすることはできなかっ
たが，日本人英語学習者は自身が認識している要約課題の評価基準とパフォーマンスの相関は低かったことを明
らかにし，日本人英語学習者は評価基準に沿ったパフォーマンスを行うことは困難である可能性を示した。ま
た，英文要約課題における使用言語の影響についても検証を行い，要約時に使用する言語によって評価基準の困
難度が大きく異なることも明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate whether providing learners with evaluation 
criteria enhances the effectiveness of feedback on a summarization task. Although the study did not 
directly achieve this objective, it revealed a low correlation between the evaluation criteria 
recognized by Japanese English learners and their performance. This finding suggests that Japanese 
English learners may find it challenging to perform according to the given evaluation criteria. 
Additionally, the study examined the impact of the language used in the English text summarization 
task, revealing significant differences in the difficulty level of the evaluation criteria depending
 on the language used for summarization.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究から日本人英語学習者が評価基準を認識していたとしても，その評価基準に従ってパフォーマンスを発揮
できない可能性が示された。そのため，学習者に評価基準と点数を与えるだけではフィードバックが有効に機能
しない可能性があり，学習者にフィードバックの活用可能性を促す支援が必要であると考えられる。従来の研究
においてはフィードバックとして与える情報に焦点が当てられていたが，学習者のフィードバックの活用可能性
という観点がより重要であることが示されたと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
教育評価には様々な目的があるが，少なくとも教育現場におけるテストにおいて，正確な測定
および学習を促すフィードバックは必要不可欠である。しかし，従来の研究においては，測定の
正確さに重点が置かれることが多く，学習者への有益な波及効果を中心に据えた研究は依然と
して多くはなかった。教育心理学の分野で提案されたインフォームド・アセスメントは，この問
題を解決する一助になると考えられる。インフォームド・アセスメントとは，「評価の目的や基
準に関して，実施者と受け手との間にしっかりとした知識の伝達・合意がなされているような評
価のあり方」を指す (村山，2006, pp. 271–272)。鈴木 (2011) は，インフォームド・アセスメント
の一環として，中学校２年生の数学の授業を事例とし，評価基準の提示による効果を検証した。
その結果，テストの評価基準の提示によって，学習者の内発的動機づけおよびテスト成績への正
の効果があったことが示されている。このように，学習者への評価基準の提示はテストの意義や
役割に関する認識を高め，学習者のパフォーマンスを向上させることが示されている。 
また，現行の学習指導要領において技能統合型の言語活動が重視されているが，技能統合型タ
スクでは一定水準の受容技能が前提とされ，最終的な言語産出に重点が置かれることが多い。し
かし，必ずしも全ての学習者にとって前提となる授業技能が満たされているとは限らないにも
関わらず，受容技能に対する評価やフィードバックは十分ではない。そこで，本研究ではリーデ
ィングとライティングの技能統合型ライティングタスクである英文の英語要約課題を視野に入
れ，英文の日本語要約課題に焦点を当てる。日本語要約課題は学習者に英語ライティング能力を
要求しないため，英語要約課題の基礎となる受容能力のリーディング能力に対して詳細なフィ
ードバックを与えることが可能であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
研究開始当初の目的としては，インフォームド・アセスメントに基づく評価基準の提示は，日
本人大学生の日本語要約課題のパフォーマンスを短期的そして長期的に向上させるのに貢献す
るかを検証することであった。しかしながら，コロナ禍に伴って実験研究を予定通り行うことが
できず，コロナ禍に伴う２年間の延長を含めた６年間で遂行可能な研究に方向転換を行った。本
報告書では，方向転換後の研究の一部を報告する。 
当該研究の目的は，英文要約課題における使用言語の選択がパフォーマンスに与える影響を
検証することであった。研究背景でも述べたように，英語要約課題は技能統合型タスクとして広
く用いられているが，受容技能及び産出技能を含めた複雑なプロセスが含まれている。そこで，
リーディングおよびライティング時に使用する言語の選択がパフォーマンスに与える影響を検
証することによって，当該課題を遂行するにあたっての問題点を検討した。 
 
３．研究の方法 
実験協力者は 67名の日本人大学生であった。実験材料として，文章要約課題として英検 2級
の読解セクションで用いられていた 3つの文章 (日本語および英語) を用いた。文章要約課題は
読解および要約で使用する言語の組み合わせとして以下の３種類を設定した：読解および要約
を日本語で行う (JJ条件)，読解を英語で行い要約を日本語で行う (EJ条件)，そして読解および
要約を英語で行う (EE 条件)。要約課題の各条件の制限時間と文字数はそれぞれ 15 分 200 字，
30分 200字，そして 35分 120語であった。また，英語読解熟達度テストとして英検 2級の語彙
および読解セクションを用いた。協力者は英語読解熟達度テストを受け，その後別の日に文章要
約課題に取り組んだ。 
文章要約課題の採点については，高校または大学で英語を教える 3名の評価者が Yamanishi et 

al. (2019) および Yu (2008) のルーブリックに基づいて評価を行った。これらのルーブリックは，
メインアイデア，パラフレーズ，一貫性，そして総合評価の４観点であった。３名の評価者がデ
ータの 30%を独立して評価を行った後，評価者トレーニングとしてディスカッションを行い，そ
の後，最初に評価した 30%も含めて協力者全員を独立して評価を行った。英語熟達度テストにつ
いては，各項目について正答であれば１点，不正答であれば０点とし，合計得点を英語熟達度得
点として算出した。 
文章要約課題については，協力者，評価者，条件そして評価基準の４つの相による多相ラッシ
ュモデルを行った。また、受験者と条件，条件と評価基準についてバイアス分析を行い，各条件
における受験者の能力および評価基準の難易度を推定するために absolute measureを算出した。
さらに，３つの条件における受験者の能力と英語読解熟達度と相関分析を行った。 
 
 
 



４．研究成果 
 多相ラッシュモデルの
wright map が図１である。
unexpected responses の割合
や一次元性などのモデル指
標から判断して，今回の多相
ラッシュモデルの結果は適切
に収束していると判断した。 
 各相の推定値などを算出し
たところ，まず，受験者につ
いては，おおむね他の相と対
応している受験者が多いが，
やや能力が高い受験生などが
部分的にいることが分かっ
た。 
条件については，JJ条件，

EJ条件そして EE条件の順に
困難度が高くなった。この結
果については，第二言語 (L2) 
である英語で行う活動が増え
るほど困難度が高くなってい
ることを示しており，想定通
りの結果であった。 
 次に，評価基準については，
メインアイデアが最も易し
く，総合評価と一貫性が同程
度，そしてパラフレーズが最
も困難であった。この結果に
ついては，バイアス分析を通
し て 産 出 さ れ た absolute 
measureを用いて，条件間にお
ける評価基準の困難度の違い
を検討した。 
 各条件における評価基準の
absolute measures は図２の通
りである。まず，JJ条件にお
いては，メインアイデアが最
も困難度が高かった。次に，
EJ条件においては，パラフレ
ーズが最も困難度が低かっ
た。その一方で，EE条件にお
いては，パラフレーズが最も
困難度が高いという結果であ
った。まず，EE条件の結果に
ついては，L2学習者は要約を
作成する際に元の文章の表現
をコピーする傾向があるため 
(e.g., Keck, 2014)，英語で読ん
だ文章を英語の別の表現を用
いて再構築することが難しく
なった可能性がある。それに
対して，EJ条件では元の文章
を和訳する過程で異なる語彙
や文構造を使用することが可
能になるため，パラフレーズ
が最も容易であった可能性が
ある。 
 最後に，各条件によって推
定 さ れ た 受 験 者 能 力 の
absolute measures と英語読
解熟達度の相関は図３の通りである。 
 

図１  

多相ラッシュモデルの wright map 
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図２ 

各条件における評価基準の困難度の absolute measures 



 相関分析の結果，各条件間
の absolute measuresの相関係
数は低い～中程度であった。
このことからも，各条件間で
受験者に要求していた能力
には違いがあることがわか
る。また，英語読解熟達度得
点と相関については，読解で
のみ英語使用が求められる
EJ条件が最も高く，次いで読
解と要約で英語使用が求めら
れる EE条件，そして，英語使
用が必要なかった JJ条件が最
も低かった。このことから，
今回の実験で設定された各条
件では，想定されていたよう
な言語使用が要求されていた
ものと考えられる。 
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